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1.はじめに

暮しのなかの意思決定について考えてみる.わ

れわれが日常生活のなかで接する意思決定の多く

は rいくつかの選択肢のなかから，いずれを選

ぶ」かというものであり，その選択には個人の価

値観が大きな影響をおよぼしている.いいかえれ

ぽ，意思決定者が選択肢(代替案)のランキング

を行なう場合，それぞれの代替案を経済性，利便

性，安全性，快適さといった多種多様な選択基準

(属性)に照らしあわせて，満足度の大きい順に

ランキングしている，といえる.

したがって，暮しのなかの意思決定を対象とし

たモデルを作成する場合は，特に価値判断といっ

た意思決定者の選好構造をし、かにとり入れてゆく

かが重要なポイントとなる.

今回は，冷暖房用機器として今後普及が予想さ

れる，@ガス FF 式クリーンヒータ(冷房共用型で

都市ガスにより暖房，電気により冷房， 以下 FF

とする)と，⑮ヒートポンフω式ルームエアコン(電

気により冷暖房，以下HjPとする)のいずれかを

選択する状況を想定して，同問題への多属性効用

関数法によるアプローチの一例を紹介する.これ

により，暮しのなかの意思決定問題へのアプロー

チ方法について考えてみたい.

2. MUF法の概要

意思決定者の価値判断(選好構造)をモデル化

することで代替案のランキングを行なう MUF法
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は，代替案のもつ定量的側面と定性的側面，結果

の不確実性(リスク)，および意思決定者のリスク

に対する評価態度，といった意思決定者の価値判

断を効用概念として用いることで統合し，代替案

を総合的・定量的に評価できる手法である.

MUF法の考え方は， von Neumann-Morgenｭ

stern による期待効用最大化の原理をベースに

しており，属性聞に選好独立および効用独立の 2

つの独立性が成立すれば多属性からなる効用関数

u (x) は(1)式または (2)式で表現できる (Ralph

L. Keeney) というものである. (注)

u{x) = L::kt-U' {山) L::k,=! (1) 

" l+K-u(x)= 日[!+K-ki-U,(Xt) ] 
n 

Zムキ! (2) 

図 l にアセスメントのアルゴリズムを，また図

2 に MUF 同定のアルゴリズムを示す.なお，図

l 中の MUFSPM とは MUF 法の汎用的効率的

運用のために作成したパソコン用の対話型プログ

ラムのことであり，図 2 に示す一連の MUF の同

定，効用値の計算を行ない，感度解析にも利用で

きる.これにより意思決定者に対しては自分の選

好に関する情報のリアルタイムなフィードパッグ

が可能となり，分析者にとっては結果の評価に有

用な情報が即時に得られる.

3. ケーススタディ

図 1 にしたがって FF と HjPの選択問題を構造

化してみる.

3.1 事前分析

選択基準の構造化，つまり目標・属性構造の決

定は，意思決定者が一般の消費者であるという観

点から検討した結果，図 3 のように構造化した.

つまり，機器選択とは生活の満足度を最大化する

ような選択であり，できるだけ費用負担を少なく
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図 1 アセスメントのアルゴリズム

するとともに，生活の質を向上させることで達成

できる.さらに，費用負担の最小化は固定費と変

動費の最小化に，また生活の質の向上は安全性と

快適さの最大化にブレークダウンされた.

つづいて，効用値を媒介として目標の達成度を

表現する属性であるが，それぞれ工事費を含まな

い機器購入費(円)，付随コストを含まないエネル

ギーコスト(円/時)，新聞による事故報道件数(件/

年)，安全性以外の質を表現する主観的指数を採用

した.

3.2 多属性効用関数(MUF)の同定

今回のケーススタディにおける属性構造は，図

3 のとおりであるが，それぞれの属性に対する効

用関数がどのような型をしているか，またどの属

性にどの程度ウエイトを置くかは，選択者の価値

観によって違ってくる.このような選好構造は意
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図 2 多属性効用関数同定アルゴリズム

思決定者に対するインタピュー調査をとおして決

定される.単一属性効用関数 (SUF) は，属性の

内容をよく理解してもらったうえで，収束方式に

より期待効用が 1/2 になる属性レベルを答えても

らい， MUFSPM により同定した.図 4 に SUF

の同定例を示す.

次に MUFの同定であるが，これも収束方式に

機器緯入賞 エネ Jレギーコスト 事故新聞報i証 主観的指数

図 3 目標・属性構造
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図 4 単一属性効用関数

より， トレード・オフ情報等を求め， MUFSPM 

によって同定した.その結果， MUF は (2)式で

示す乗法形であり，同式をもとに各代替案の期待

効用が計算される.表 1 にそれぞれの属性の (2)式

のパラメータと期待効用の計算例を示す.

今回は実用面を重視して MUF法を簡易化して

適用したが，決定主体の選好構造の理解には大い

に役立った.紙面の関係上省略したが， �j�t(i 

=\,…, 4) を求めることで，さらにくわしい分析

ができる.

4. 最後に

今後，社会が高齢化し，生活水準が向上するに

表 1 パラメータおよび期待効用

l スケーリング|

・コンスタン| 代替案名

川 KI 正面一
機器購入費 的 1 0 . 30 1¥| 0.80 1 0.80 

エネルギーコスト Ur 1 0.60 1¥¥i 0.80 1 0.80 

安全性 u. 1 0.481¥¥|0.7910.99 

快適さ 的 1 0 . 80 1¥|0.90 1 0.7 

費用負担 的(Ui. Ur) 1 0 判 o 判 0.791 0.79 

生活の質 向胤的) 1 0. 70 卜0. 73 10. 90 1 問
自の満足度的(仇) 1\ 同 6710.8910.86

つれて，われわれをとりまく生活環境は変化して

ゆく.これにともなって個人の価値構造に占める

経済性のウエイトは相対的に小さくなり，質的な

面がいっそう重視されてくる.したがって，暮し

のなかの意思決定を考える場合には価値観のアセ

スメントがより重要となり，今後OR手法がおお

いに手助けとなると思う.

注 ただし ， ud ・)， Xi はそれぞれ属性 i の効用関数

と属性レベルであり Ui( ・)は 0-1 スケールに正規

化されている. またんは意思決定者に対するイン

タビュー調査から求められ， Kは，

l+kzh(1+kdt) 

の解として与えられる.
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